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東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く

６
年
、
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

本
町
で
は
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
一
連

の
台
風
に
よ
る
大
雨
と
浸
水
に
よ
り
、

一
部
の
地
域
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し

た
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
ら
の
命

は
自
ら
守
る
」
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防
災
力
の

強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
①
市
街
地

は
三
極
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
率
と
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。
②

農
村
地
域
の
未
組
織
公
区
へ
の
支
援
対

策
は
。
③
地
域
防
災
訓
練
に
お
い
て
組

織
の
有
無
に
よ
る
避
難
行
動
の
違
い
の

検
証
は
。
④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
登
録
数
と
推
進
状
況
は
。

(2)
防
災
士
、
防
災
マ
ス
タ
ー
の
養
成
に

つ
い
て
①
防
災
士
の
資
格
取
得
者
数

は
。
②
防
災
マ
ス
タ
ー
の
認
定
者
数
は
。

③
町
職
員
の
防
災
士
、
防
災
マ
ス
タ
ー

の
数
は
。
④
町
独
自
の
防
災
マ
ス
タ
ー

養
成
の
考
え
は
。
⑤
町
と
し
て
防
災
士

資
格
取
得
に
つ
い
て
支
援
す
る
考
え

は
。

(1)
①
各
市
街
地
の
自
主
防
災

組
織
の
設
立
状
況
は
、
本
町
市
街
地
は

20
公
区
の
う
ち
７
公
区
、
人
口
比
率
で

65
％
。
札
内
市
街
地
は
41
公
区
の
う
ち

25
公
区
、
人
口
比
率
で
63
％
。
忠
類
市

街
地
で
は
５
公
区
全
て
設
立
済
み
。
組

織
率
向
上
に
向
け
、
公
区
長
会
議
や
地

域
防
災
訓
練
等
に
お
い
て
要
請
を
行
う

と
と
も
に
、
未
設
置
の
公
区
に
対
し
て

個
別
の
説
明
会
や
出
前
講
座
に
伺
う
な

ど
継
続
的
に
働
き
か
け
を
行
う
。

②
農
村
地
域
の
自
主
防
災
組
織
は
、
48

公
区
の
う
ち
５
公
区
が
設
立
済
み
。
人

口
比
率
で
６
・
７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
状
況
。
日
頃
の
農
事
組
合
や
農
地
・

水
保
全
管
理
対
策
な
ど
の
活
動
組
織
、

地
域
に
根
差
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の

中
で
共
助
の
体
制
が
実
質
的
に
構
築
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
組
織
を
母

体
と
し
、
自
主
防
災
組
織
を
構
成
い
た

だ
く
よ
う
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

③
昨
年
10
月
の
地
域
防
災
訓
練
で
は
、

対
象
14
公
区
の
う
ち
９
公
区
が
自
主
防

災
組
織
を
設
立
し
て
い
た
。
設
立
公
区

は
、
訓
練
参
加
率
が
高
く
、
統
率
が
と

れ
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
行
動
に
な
っ
て
い

た
。
④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
は
、

災
害
時
登
録
の
形
を
と
っ
て
お
り
平
常

時
の
登
録
実
績
は
な
い
。
社
会
福
祉
協

議
会
と
受
け
入
れ
体
制
構
築
の
協
議
を

進
め
て
お
り
、
平
成
29
年
度
中
に
は
「
幕

別
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
と
人
材
の
育
成
に
努
め
た
い
。

(2)
①
②
防
災
士
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

資
格
取
得
者
は
26
人
、
地
域
防
災
マ
ス

タ
ー
の
認
定
者
は
27
人
。
③
町
職
員
の

防
災
士
資
格
取
得
者
は
い
な
い
。
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
は
、
12
人
が
認
定
を
受

け
て
い
る
。
④
災
害
時
に
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
「
北

海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
」
制
度
が
道

民
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
認
定
者
の
拡

大
に
向
け
て
取
り
組
む
。
⑤
防
災
士
に

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

か
、
防
災
マ
ス
タ
ー
と
の
役
割
分
担
を

い
か
に
す
る
か
な
ど
、
他
町
村
の
取
組

事
例
を
調
査
研
究
し
た
上
で
判
断
し
て

い
き
た
い
。全

国
の
自
治
体
で
は
、
地
域

防
災
力
の
強
化
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
防
災
士
は
地

域
防
災
力
向
上
に
貢
献
し
て
お
り
、
防

災
士
の
資
格
取
得
を
奨
励
し
、
助
成
金

を
交
付
す
る
自
治
体
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
町
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
。

防
災
士
、
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
、
さ

ら
に
は
、
実
際
に
救
助
活
動
を
経
験
さ

れ
た
自
衛
隊
の
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
、
そ
う

い
っ
た
方
々
を
い
か
に
活
用
し
、
町
の

防
災
力
と
意
識
の
向
上
、
そ
し
て
公
助

と
い
っ
た
部
分
を
し
っ
か
り
機
能
す
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
と
し
て
ど
う
い
っ
た
対
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
、
ど
う
い
っ
た
助
成
制

度
を
持
て
る
の
か
検
討
し
た
い
。

答問
可
能
な
限
り
の
防
災
、
減
災
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
対
策
を

問

答

町
　
長

再

質

問
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